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グラウンドゴルフで地域の交流促進         〈武蔵西地区公民館〉 

 

武蔵西地区公民館では、グラウンドゴルフ教室が毎週水曜日の午前８時３０分(冬季期間中は午前９

時)から武蔵野球場で行われています。 

代表者の清原承嗣さんが中心となって、各役員の皆さんと共にプレー前のグランド整備やコース設

営のほか、各種大会の企画等も献身的に行っています。常時２０人以上の教室生が参加され、コミュ

ニティ形成の場となっています。 

年間の大会としては、東地区公民館の教室生との対抗試合及び西地区単独の大会のほか、「名人位

獲得強化月間」と位置付けて、１ゲームの月間平均スコアーを争う大会が行われました。 

名人位獲得者は、清原和彦さんで１ゲーム平均３５．６、２位は立石邦俊さんの３６．２、３位は

岩光治美さんで３８．０といずれも素晴らしいスコアーでした。また、ホールインワン賞も表彰され

ました。 

月間最多ホールインワン数は岩光治美さんの９回で、２位が立石邦俊さんの６回、３位が清原和彦さ

んと一丸ルミ子さんの５回でした。 

武蔵西地区公民館としてもこの活動をこれからも支援していきたいと考えています。 

武蔵西地区公民館 館長 岩光信司 

 

 

 

新型コロナウイルスの感染予防対策を講じながら活動 
「れんげ学級」と「食の恵み料理教室」   〈武蔵東地区公民館〉 

東地区公民館は、新型コロナウイルスの感染予防対策を講じながら、活動を再開しております。 

１１月のれんげ学級は、月１回の活動を月２回に増やし、「音楽で若返ろう～楽しく脳トレ～」と題し

て、小田 佳代子さんを招き、青春時代の歌をはつらつと元気に歌いました。また、年末恒例の岩光 

侃さんの大人気の寄せ植え教室は、皆さん慣れた手つきで、次々と作業を進めました。 

食の恵み料理教室は、免疫力 UP 料理として、体のためになる食事、今の食事を見直そうという講

義を、大谷 恵子さんからお聞きしながら、コロナ感染対策を考慮して会議室での、選ばれたアシス

タントの方々が調理してくれました。メニューは、「玄米ごはん」「はやとうりのきんぴら」「人参のサ

ラダ」「里芋とアゲ煮付」です。受講者の皆さんの質問に、免疫力アップの秘訣には目から鱗の事が

多々ありました。 

１２月のれんげ学級は、「ドライフラワーで心華やぐ飾り作り」の講師に、合澤美幸さんを招き、出

来たてのお正月飾りを並べて、喜ばれていました。 

食の恵み料理教室では、「みんなで作るクリスマスランチ」、安部優子さんにご指導頂き「ロースト

チキン」、「ラタトゥユ」、「ティラミス」この３点をクリスマスらしく豪華に仕上げました。皆さん、

出来上がったお料理の前で満面の笑顔でした。 

このように、様々な活動をしているれんげ学級と食の恵み料理教室ですが、市内外の専門の講師をお

呼びして、皆さんのご要望等も取り入れまして、ますます充実した内容にしていきたいと考えていま

す。来年度の募集も、もうすぐ始まりますので、是非多くの皆さんのご参加をお待ちしております。 

                          武蔵東地区公民館主事  時枝 由美 

 
 

自治公民館との連携を重視しながらの公民館活動を進める 
令和 4 年の新しい年を迎えました。県内のコロナウイルス感染状況は、極めて落ち着いた状態となっていましたが、新

たな変異株オミクロン株が国内で確認されていらい猛烈な勢いで感染が拡大しつつあります。今後も引き続き感染拡大防

止に十分注意を払いながら公民館活動の推進に取り組んでまいります。 

さて、公民館の活動については、これまでのキーワードとしての①生涯学習の推進②協育ネットの構築③自治公民館と

の連携④地域自治の確立⑤行政との連携を掲げてきましたが、その中でも、各自治公民館との連携を重視しながら機能強

化を図ることを準備していきます。各地区公民館の事業推進のため設置している「地区公民館推進委員会」の構成員の中

に、新たに自治公民館の代表を加えて地域の活動との連携を進め、地域の情報や要望をと入りながら公民館活動を進めて

まいります。 

また、セントラルホール改修工事が終了し、令和４年度は、いよいよ中央公民館改修工事に移ります。主な工事内容

は、古くなった調理室や各研修室・事務室などの改修や空調設備、電灯の LED 化、トイレの洋式トイレの取替などです。

したがって、中央公民館は、令和４年４月１日～令和５年３月３１日まで休館することになりますが、これまでの業務

は、武蔵総合支所（武蔵保健福祉センター）内に事務所を移転して行います。大変ご不便をおかけいたしますがよろしく

お願いいたします。 
 

グラウンドゴルフとは 
グラウンドゴルフは、昭和５７年に鳥取県内の教育委員会が中心となっ

て、生涯スポーツ活動推進事業の一環として高齢者向けに考案されたスポ

ーツとされています。専用のクラブ、ボール、ホールポスト、スタートマ

ットを使用してゴルフのようにボールをクラブで打って転がし、ホールポ

ストにホールインするまでの打数の少なさを競います。 

コースは８ホールが標準で、これを２回から４回ラウンドします。高度

な技術は必要とせず、ルールもごく簡単なことから、子どもから高齢者ま

ですべての人が楽しくプレーすることができます。 
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元気でます健幸教室 2021.12.10（金）ゴロタ 平
だいら

での絶景を楽しむ 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 3 回元気でます健幸教室（座禅） 
 

期日 11 月 19 日（金） 

場所 武蔵町吉広 西光寺 

講師 臨済宗妙心寺派 西光寺住職 台 隆道 氏 

 

 座禅とは、姿勢を正して座り、精神を統一させる 

ことで自分と向き合うという仏教の修行方法のこと。 

今回は、体を動かす健康づくりから座禅をするこ 

とで心の健康にチャレンジしました。 

座禅には、ストレス社会に生きる現代人にとって、 

魅力的なメリットがたくさんあります。心が落ち着 

く。集中力が上がる。リラックス効果がある。スト 

レスを軽減する。眠りの質を上げる。座禅は、姿勢 

を正して座り腹式呼吸をして意識を集中させるだけ 

です。 

「動」から「静」の体験は、自分自身のこころを静 

かに見つめ直すことができました。 
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第
２
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ニ
ン
グ
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期
日 

１
０
月
２
２
日
（
金
） 

場
所 

武
蔵
中
央
公
民
館 

講
師 

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
ア
カ
デ
ミ
ー
国
東
教
室 

 
 

藤
原
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司 

氏 

 

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
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動
き
」
の
中
に
「
リ
ズ
ム
」

を
加
え
ま
す
。
生
活
の
中
に
あ
る
リ
ズ
ム
を
運
動
に
取
り
入

れ
楽
し
く
体
験
で
き
ま
し
た
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  第
２
回
女
性
学
級
ひ
ま
わ
り
（
輝
く
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性
の
生
き
方
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期
日 

１
０
月
２
３
日
（
土
） 

場
所 

武
蔵
中
央
公
民
館 

講
師 

東
九
州
短
期
大
学
特
任
教
授 
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か
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労
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ぐ
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ズ
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乗
れ
ま
し
た
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高
齢
者
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転
倒
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止
や
要
介
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化
予
防
、
認
知
症
機
能
向
上
に
も
効
果
が
あ
り

ま
す
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第
４
回
元
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す
健
幸
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室
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山
歩
き
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期
日 

１
２
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１
０
日
（
金
） 

場
所 

国
東
半
島
峯
道
ト
レ
イ
ル
Ｋ-

２
コ
ー
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（
文
殊
山
周
辺
） 

講
師 

国
東
半
島
峯
道
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ
公
認
ガ
イ
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は
皆
さ
ん
感
激
し

ま
し
た 主

催
・
共
催
行
事
か
ら 

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
「
動
き
」
の
中
に
「
リ
ズ

ム
」
を
加
え
ま
す
。
生
活
の
中
に
あ
る
リ
ズ
ム
を
運
動
に

取
り
入
れ
楽
し
く
体
験
で
き
ま
し
た
。 

 

先
生
の
体
験
か
ら
、
輝
く
女
性
に
な
る
に
は
、
女
性
が

社
会
と
つ
な
が
り
を
持
つ
必
要
が
あ
り
、
人
の
前
に
で
る

こ
と
で
輝
い
て
く
る
と
語
っ
た
。 

 

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
は
、
マ
ス
目
を
書
い
た
マ
ッ
ト
上

で
ス
テ
ッ
プ
を
行
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。
考
え
な
が
ら
身
体

を
動
か
し
苦
労
し
ま
し
た
が
、
す
ぐ
に
リ
ズ
ム
乗
れ
ま
し

た
。
高
齢
者
の
転
倒
防
止
や
要
介
護
化
予
防
、
認
知
症
機

能
向
上
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。 

 

紅
葉
に
は
ち
ょ
っ
と
遅
れ
ま
し
た
が
、
文
殊
山
の
周
辺

を
歩
き
ま
し
た
。
ゴ
ロ
タ

平
だ
い
ら

か
ら
の
絶
景
は
皆
さ
ん
感

激
し
ま
し
た
。 

マカナ・フラダンス教室 


